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京都市内でのアライグマ（Procyon lotor）の出没動向





た個体が逃げ出してからと言われる  1）。その後、1977 年



















を破壊している  3- 4）。人目につくようになった記録では、
1989 年 7 月鎌倉市扇ヶ谷で民家床下にアライグマの子
供がいた、1990 年 7 月同じく鎌倉市扇ヶ谷で民家屋根
裏に 4頭のアライグマがいた記録がある。1994 年 3 月、
犬山市楽他の大県神社で捕獲記録がある  1）京都府綾部市
では 1997 年 5 月、高津町の隠龍寺で柱を登り堂内に侵
入したアライグマが撮影された。










への被害も大きいことが分かった  3- 4）。京都市内のアラ
イグマについて、これまで出没動向に関する報告がされ
てこなかったので、本研究では 2005 年 4 月から 2015 年
12 月末までの 11 年間のアライグマの捕獲数と捕獲地点
の傾向についてまとめることにする。
Ⅱ．調査地と調査方法













京都市は 2007 年 8 月に外来生物法に基づき、京都市
全域のアライグマ防除計画を立て捕獲を開始した（防除
を行う期間：2007 年 4 月 1 日から 2011 年 3 月 31 日、
2011 年 4 月以降平成 2020 年度まで延伸した計画を新た




























































聞き取り調査を行った。2005 年 2 月 22 日、2 月 24 日、




2005 年 2 月 22 日：① 京都市鳥獣担当者への聞き取り
調査では「2003 年 12 月から 2004 年 1 月久御山の
竹林にいた」「左京区に 3頭出没、捕獲許可は出て
図 1． 捕獲対象地域の地図








への聞き取りでは「西京区久世で 2005 年 1 月頃に
合鴨が十数羽殺された。尾の縞でアライグマと確認







2月 24 日：④ 左京区の市民によると「2004 年左京区
白河で民家のブドウ棚に来る 1頭を目撃した」、




























アライグマは 2005 年 4 月 14 日（西京区大原野で約
9 ㎏の成獣メスが捕獲された）から 2015 年 12 月末まで
に累計 619 頭捕獲された（京都市による捕獲数も含む）。
成獣が 378 頭（亜成獣を含む）、子供が 219 頭、年齢、
性別不明が 22 頭である（表 1）。右京区京北地域（旧京
北町）は捕獲情報の具体的内容が確認できなかったため、
集計から除外した。捕獲数は年によって異なるが 29 頭
から 75 頭である。捕獲数の少ない年は 2007 年の 29 頭、




少なかった理由であるかもしれない。2011 年と 2014 年
に捕獲数が 70 頭を超えたが、2009 年以降、捕獲数は比
写真 3 　 伏見区の森に出現したアライグマの母子（写真提供　
上西実　撮影　2015 年 9 月 30 日）
写真 2 　 京都市中京区四条木屋町の疎水沿いのサクラの木で休
憩していたアライグマ（撮影 2015 年 8 月 24 日）
写真 1 　 中京区室町の民家（空き家）ベランダ下で休憩するア
ライグマ（写真提供　京都市　撮影 2014 年 5月 2日）
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較的安定している（図 2）
捕獲個体の性は成獣オスが 207 頭、成獣メスが 158 頭
で、オスはメスの 1.3 倍である。成獣の捕獲数は 2014










西京区で捕獲された総個体数 270 頭は全体の 43.8％にあ
たる。次いで捕獲数の多いのは右京区である。右京区の
捕獲数 139 頭は全体の 22.6％にあたり、西京区と右京区














成獣 オス メス 不明 子供 不明 合計
2005 年 22 10 11 1 30 0 52
2006 年 27 17 7 3 25 4 56
2007 年 12 6 2 4 3 14 29
2008 年 31 17 14 0 12 0 43
2009 年 31 14 17 0 36 0 67
2010 年 44 27 16 1 17 0 61
2011 年 41 23 15 3 31 3 75
2012 年 39 18 21 0 14 0 53
2013 年 40 27 13 0 13 0 53
2014 年 52 31 21 0 19 0 71
2015 年 39 17 21 1 19 1 59
合計 378 207 158 13 219 22 619























年／区 西 右 北 上 中 下 南 左 東 山 伏
2005 年 14 ● 16 ● 8 ● 0 0 1 0 1 6 ● 1 5 ●
2006 年 30 ● 6 ● 13 ● 1 0 1 1 0 0 1 2
2007 年 5 ● 3 ● 4 ● 0 0 0 0 3 0 0 14
2008 年 20 ● 6 ● 4 0 1 ● 0 1 3 0 1 5 ●
2009 年 31 ● 25 ● 1 ● 0 0 1 0 1 0 2 ● 6 ●
2010 年 31 ● 14 ● 4 ● 0 1 0 0 4 ● 0 6 ● 1 ●
2011 年 47 ● 19 ● 2 ● 0 0 0 2 2 0 1 2 ●
2012 年 28 ● 13 ● 1 ● 0 0 0 0 0 4 ● 2 ● 5 ●
2013 年 14 ● 18 ● 3 ● 0 1 0 3 ● 2 ● 2 ● 6 ● 4 ●
2014 年 28 ● 16 ● 4 ● 0 0 0 1 4 3 ● 8 ● 7 ●
2015 年 22 ● 3 ● 1 0 3 ● 1 1 ● 5 ● 5 ● 4 ● 14 ●
合計 270 139 45 1 6 4 9 25 20 32 65
 2005 年 4 月から 2015 年 12 月の各年別各区の捕獲数を西から並べたもの。右京区京北地域の捕獲数は除外し
てある。西：西京区、右：右京区、北：北区、上：上京区、中：中京区、下：下京区、南：南区、左：左京区、
東：東山区、山：山科区、伏：伏見区を示す。表中の黒丸のある数字はメスか子供が捕獲されたことを示す。













供を含めて、2015 年 12 月までに合計 67 頭が捕獲され
た（成獣オス 18 頭、成獣メス 22 頭、性不明成獣 2頭、















なったのかははっきりしないが、2005 年 2 月 22 日から
























































 2005 年 4 月から 2015 年 12 月末までの各区の総捕獲数を示す。
区の名称は表 2参照。右京区京北地域の捕獲数は除外してある。
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